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　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　　「私たちは変えられる」　
アジア太平洋地域会長　　「アクション！」　
西 日 本 区 理 事　　「未来に残すべきものを守り育てる」
中 部 部 長　　「ワイズ総活躍中部」
名古屋クラブ会長　　「クラブライフで平和を広めよう」

2018 〜 2019　7 月号　(No855）

在　　籍	 24 名
第 1例会	 19 名
　　メネット	 2 名
ゲスト・ビジター 	 0 名
第 2例会	 12 名
　　メネット	 1 名
　　ゲスト	 0 名
メーキャップ	 2 名
出席率	 95.8%
メネット会	 5 名
　　ゲスト	 0 名

6月クラブ出席 B　　　F

切手	 60pt

現金	 1500pt

小計	 1560pt

切手	 048pt

現金	16500pt

合計	17548pt

6
　
月

累
計
（
7
〜
6
月
）

伊左治	 ◯

尾　関	 ○

小　尾	 ○

可　知	 ○

川　口	 ◯

川　本	 ◎

河　部	 ◎

鬼　頭	 M

木　本	 ◯

久保田	 ◎

塩　田	 ◯

鈴木（貞）	 M

鈴木（学）	 ○

相　馬	 ◎

谷　川	 ◎

常　川	 ◦

寺　田	

中　村	 ◎

西　村	 ◎

平　野	 ◦

広　瀬	 ◎

深　谷	 ◎

義　井	 ◯

渡　辺	 ◎

6　月　　個　人　出　席 第1例会（6/12）	
　　　　（メネット）	 伊左治　　尾関　

第 2例会（6/19）
　　　　�（メネット）	 西村
　
西日本区大会（6/9-10 神戸）
　　　　�川口、河部、川本、鬼頭、塩田、鈴木貞、相馬、谷川、

中村、西村、平野、広瀬、渡辺

第　2　例　会
と　き︰ 2018 年 7月 17日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：上半期プログラム　　その他

　今期、会長を仰せつかりました深谷　聡です。よろしくお願

い致します。

　目を覆いたくなるような最近のニュースを目にするたび、堪

えがたい気持ちになるのは自分だけではないと思います。それ

は、犠牲になった若い命と、加害者となった若者の闇に無関心

でいた我々の年代の者が共通に抱える痛みでしょう。

　現代の日本は世界有数の先進国になりました。Made in 

Japan は海外でも高い技術と精巧な製品評価と信頼を得てい

ます。その陰で、犠牲にされてきた弱きものもまた、山積され

ているのではないでしょうか。1844 年、経済発展中のイギリ

スで、労苦にあえぐ当時の青少年労働者のために YMCAは結

成されました。12名の祈りの会からの始まりでした。あれか

ら 174 年、YMCA運動は今も継承されています。主として信

徒による超教派で、価値観を同じくする仲間たちで協働をして

いく精神は、今も私達が受け継いでいるのです。「いかなる神

の元であっても人は平等である。」と私もまた確信しています。

我らのワイズメンズクラブの歴史は 96年の歩みを続け、世界

1,486 クラブに広がり、我が名古屋クラブも、昨年 70周年を

迎えました。諸先輩方の努力のお陰と心から感謝します。ワイ

ズの将来を悩む声を、最近よく耳にします。これはいつの時代

にも提議される課題であると思います。答えを待っていても前

新会長メッセージ

　深　谷　　聡

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　鈴木（貞）　川本　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　伊左治

7 月例会プログラム
と　き：2018年 7月 10日㈫ 7：00p.m.〜 8：30p.m.
ところ：名古屋YMCA
　				    司　会　谷川　修君
開会宣言　	 　　　  		  会　長　谷川　修君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷		  木本精之助君	
食　事	
プログラム
　①年間活動報告　　　　　書　記　川本龍資君
　②決算報告　　　　　　　会　計　川口　恵さん
　③会計監査報告　　　　　監　査　木本精之助君
　④会長バッチ引継ぎ
　⑤新会長挨拶　　　　　　会　長　深谷　聡君
　⑥協議
　　１．役員選出
　　２．事業方針
　　３．予算案　その他
ハッピーバースデイ
ドライバースピーチ		  相馬静香さん
YMCAの歌
閉会宣言　	 　　　  　　　　会　長　深谷　聡君

8月号　原稿担当者
巻頭言　小尾雅彦君　第一例会レポート　川本龍資君

　



(2)

■■■  第 1 例会レポート  ■■■

と　き：2018 年 6月 12日（火）　ＰＭ 7：00～ 8：30

ところ：名古屋YMCA

　　メインテーマは谷川会長による 2017-2018 年度の名古

屋クラブ活動の総括報告であった。

谷川会長の今期の目標のうち、広く交流を図る、第一例会の

充実、ＹＭＣＡ活動のバックアップは、創立 70周年行事も

あり、想定かそれ以上の実績であった。（創立 70 周年記念

例会では、クラブメンバー一丸となっておもてなしをし、Ｙ

ＭＣＡ日本語学校への 100 万円の寄付をし、参加された多

くの他クラブのワイズからよかったとのお言葉をいただいて

いる。また 70周年記念例会にＤＢＣ，ＩＢＣクラブからも

多くの方にご参加いただき、懇親会やトヨタ博物館、徳川美

術館、名古屋城にて交流を深めている。）　

しかし、今後の名古屋クラブについては、ベテランメンバー

から退会希望の申し入れもあり、会員増強に本気で取り組む

必要があることが報告された。具体的には、ＹＭＣＡのプロ

グラムに参加している子どもの父兄の方々をはじめＹＭＣＡ

のプログラム参加者に例会に参加していただいてクラブの雰

囲気を感じて入会を検討していただいてはどうか、など。

他には、6月 30日の潮干狩りに南山寮の子どもたちのほか、

今年から開講した名古屋ＹＭＣＡ日本語学校の生徒を招待す

るための具体的な送迎方法などが話された。

（川口　恵）

には進まないと思います。YMCAは、メンバーの年齢層や、

時代にあったプログラムを常に求められます。人々のニー

ズや気持ちは時の移ろいと共に変化するものです。しかし、

200 年前のイギリスも現代の世の中も、時代背景、国情の

違いは有るものの、人間が持つ根源的な苦しみ、青年の悩み

の中に類似性を見つけられるのではないかと思います。ワイ

ズがあるべき立場はなんだったのか、原点はなんだったのか

再考することから始めてみませんか。まずは自分達のクラブ

ライフの原点回帰をする必要性を痛感します。わがクラブ

は年齢層が広く、仕事も宗教も多種多様。それは財産であり、

難局に立ち向かえる武器になります。其々がワイズメンズク

ラブに求めるものは、100 人いれば 100 通りで良いと思い

ます。

　簡単なことですが、先ずはクラブ内で仲良くなれる方法を

模索することを提唱します。他人のミスを許しましょう。ま

ず受容しましょう。違う立場の時に許されたことはありませ

んか。YMCAの求める真のボランタリーを作り出すことが

出来、ワイズメンズクラブ、YMCAが救いの場になると確

信します。クラブの将来性を語れると思います。愛は最強の

楯になり鉾になります。

　皆が平和を求めていることは間違い無いと思います。愛、

平和、平等をバックボーンに進めましょう !

　YMCAの 持つ精神を理解して、月に 2回の会合に参加し

てください。

　皆様から意見を頂いて参りたいと切望します。皆様、よろ

しくお願いします。

ＢＦ代表（トッド・ロビンソン、カレンご夫妻）名古屋訪問

　第 21回西日本区大会出席後の 6月１２日（火）にＢＦ代

表のロビンソン御夫妻が来名され、西村清さん、塩田保さん

と私・相馬の３人が名古屋駅でお出迎えしました。「トヨタ

産業技術記念館」到着後昼食を塩田さんの予約で館内のレス

トランで摂り、奥様のカレンさんは箸の使い方がお上手で、

ゆっくりとお昼を楽しまれご満足頂けたと思いました。昼食

後、塩田さんの知人の加藤崇根さんに館内を案内して頂き、

自動車関係展示館で幾度も立ち止まられて英語の説明をトッ

ドさんは熱心に聴かれ、特に自動車についての質問も多く、

案内役の加藤さんに感想を話されていました。予定の時間も

あっという間に過ぎ、一同で名古屋駅に向かい新幹線のプ

ラットホームで堅い握手を

交わし、お見送りしました。

カレンさんに手作りのハン

カチ・ポーチを差し上げ喜

んでいただきました。別れ

際に両手でハートの合図を送って下さり、カレンさんの優し

さ、礼儀の良さに感動！

　道中、トラベルコーディネーターの中井信一さんからも連

絡があり、無事にお見送りした旨お伝えしました。

　わずかな時間の交流でしたが、幸せな充実した４時間でし

た。� （相馬静香）

尾関　　明君　15pt

木本精之助君　95pt　

伊左治正文君　1500pt 木本精之助君　1500切手 現金 CS
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■■■  第 2 例会レポート  ■■■

と　き：2017 年 6月 19日（火）19：15～ 21：00
ところ：河部　薫メン自宅３Ｆ（葵クラブ）

１．７月度第一例会について
　1-1. 総会：�開会点鐘（谷川会長）→谷川会長司会による

今年度報告→会長引継式（バッジの交換）→深
谷会長による新年度方針発表、委員紹介

　1-2. 総会資�料（製作責任：川本）以下の原稿を６月 30日
までに川本までメールの事

　　　　　・�会長報告：谷川、周年記念報告：渡辺、
　　　　　　Ｙサ事業：小尾、ＣＳ：谷川、ＥＭＣ：谷川、
　　　　　　交流：川本、メネット：西村メネ、
　　　　　　決算報告：川口、塩田、次期会長方針：深谷、
　　　　　　予算案：川口、塩田
２．６月第一例会継続審議
　2-1.�名古屋ＹＭＣＡ早天祈祷会へのクラブからの支援に

ついて　
　　　�　さまざまな観点で賛成意見・反対意見が出された。

現時点ではクラブメンバーの総意をまとめることが出
来ない為、議題は取り下げることとした。「ワイズと
キリスト教」という大事なテーマなので、今後もクラ
ブ内で意見の交換が必要である事を共有した。

　2-2. クラブ会則の一部改訂について
　　　�　変更案（対比表）を作成し、例会にて審議（７月例

会？）する事を決定。担当：平野
３．地域奉仕（ＣＳ）事業：潮干狩りについて

　3-1. 日程：�６月 30 日 ( 土 )　11：00 ～ 14：00　・ワ
イズは 10：30集合

　3-2. 場所：矢梨海岸 ( 海岸の南端の詰所：乙方海岸手前 )
　3-3. 招待者：�①南山寮の子どもたち（15～ 17名）　　　

　②日本語学院の留学生（4～ 5名）
　3-4. 参加ワイズ：�小尾、谷川、西村、深谷、川本、平野（ファ

ミリー）
　3-5. 送迎担当：�南山寮：谷川会長、日本語学院：深谷。

他の参加ワイズは会場へ直行
　3-6. 食事準備：�総勢約３０名分の「カレーライス」小尾（カ

レー）、谷川（ライス）
４．名古屋ＹＭＣＡ全体行事（会員活動プログラム）について
　4-1.�今年度、名古屋ＹＭＣＡの会員活動プログラム（チャ

リランなど）は、各々に委員会を設置し会員主導で実
行していく事が名古屋ＹＭＣＡの方針。名古屋クラブ
メンバーにも積極的に加わって欲しい。７月例会にて
会員活動プログラムをＰＲし、各委員会への参加を呼
びかける。

５．クラブ会員の異動について
　5-1. 退会：�尾関明メン、寺田仁計メン、深谷朗子特別メネッ

ト、加藤邦子特別メネット（６月末）
６．名古屋クラブメネット会について
　6-1.�構成メンバーの高齢化、並びに２名の特別メネット

の退会で、今後定例会を開催する事が困難であると判
断し、無期休会を決定。今後は、無理の無い範囲で名
古屋クラブの例会に出席する。

『わたしも言っておく。あなたはペトロ。わたしはこの岩の上に
わたしの教会を建てる。陰府（ﾖﾐ）の力もこれに対抗できない。』

マタイによる福音書 16 章 18 節
西　村　　清

　2018-19 年の名古屋ワイズメンの新しい出発の時を迎え
ています。わたしたちは名古屋クラブの 70周年を、過ぐる
日に祝いました。100 周年に向けての新たな歩みが始まっ
たとも言えます。ただ残念なことに、永年わがクラブを支え、
導いてくださった尾関明さん、寺田仁計さんが年齢や病気
などのために退会されることになったことです。このお二人
のみならず、過去に多くの功労者も退会されていかれました。
それらの方々が築いて下さった土台の上に今の名古屋ワイズ
メンズクラブがあることを覚え、さらにわれわれのクラブを
発展させていきたいと願うのです。
　その昔、イエス・キリストはシモンに対して、今からあな
たをペトロと呼ぶ、と言われました。ペトロはギリシャ語
で「岩」の意味です。そしてその岩の上に私は教会を建てる

とも言われたのです。ただイエスは、シモンが粗野で、欠点
だらけの青年でしたが、将来の可能性を見越してペトロと呼
ばれたのです。事実、ペトロはイエスの十字架の際にイエス
を裏切るというような行為もありましたが、筆頭弟子となり、
キリスト教発展の土台となり、岩のような存在となったので
す。
　6月 29日はイエスの筆頭弟子のペトロの記念日です。そ
のペトロがローマでキリスト教伝道に励んでいた時、ローマ
帝国によるクリスチャン大迫害の中で、バチカンの丘で処刑
されたと伝えられています。その跡にバチカン国のカトリッ
ク総本山であるペトロ大寺院が建てられ、500 年を経た今
にいたるまでカトリック教会の中心であり、世界中から巡礼
者や観光客が訪れています。
　わたしたちもこの教会に繋がる YMCAに関わって、その
YMCAを支える団体としてワイズメンの働きをしています。
言うまでもなく、それだけではなく、われわれ仲間の親睦も
含め、われわれを取り巻く社会、世界に貢献する団体として
の使命に生きています。われわれの活動が神によって祝され
るようにと願い、またそのような年度の初めでありたいと願
うのです。
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　西日本区大会に参加して

　梅雨の晴れ間の６月９日（土）から翌日にかけてＡＮＡ

クラウンプラザ神戸を会場に８００名近い参加登録で第

２１回西日本区大会が開催された。私は４年ぶりの西日本

区大会参加で、今期理事を始め事業主任、部長の一年間の

輝かしい成果の報告を聞くと共に懐かしい面々に会えるの

を楽しみに大会に参加した。各会合でお会いする機会はあ

るが、普段会えない方々とゆったりと時間をとって話がで

きるのも西日本区大会の楽しみの一つでもあり、また、名

古屋地区から久しぶりに連絡スタッフを西日本区大会に派

遣ができ、ワイズメンズクラブの活動の一部を体験して貰

えたのも喜びの一つでもあった。広瀬謙一連絡スタッフが

参加できたことは、中村隆総主事を始め名古屋ＹＭＣＡの

スタッフの協力があってのことで、この場を借りて感謝申

し上げます。ありがとうございました。名古屋クラブから

は１３名の参加で各々

が親交を更に深め、西

日本区大会の醍醐味を

満喫されたようだった。

来年は京都で第２２回

西日本区大会が開催さ

れる予定で、名古屋ク

ラブからより一層多くのメンバーを誘い参加したい。久し

ぶりの大会参加であったが、故成瀬晃三理事の現場に行

け！楽しもう！の言葉が蘇ってきた。現場が一番楽しく、

そして多くの仲間と語らい交流したいと感じた大会であっ

た。最後に石田由美子実行委員長を筆頭に六甲部のメン、

メネットそしてＹＭＣＡスタッフ並びに企業の皆様に楽し

い大会を開催して頂き、気持ちのいい時間を過ごせました

ことに感謝いたします。ありがとうございました。また、

大野勉理事や事業主任、各部部長等の役員の皆様方お疲れ

さまでした。� （平野実郎）

「メネット会」

と　き：2018 年 6月 21日（土）

ところ　八事サーウィンストンホテル・ラウンジ

　歳をとった私たちの為にと黒笹駅近くの店を予定してい

ましたけれど、予約が取れなくて急遽上記のところとなり

ました。出席者は最近の常連、深谷、西村、伊左治、加藤、

尾関の 5名でした。

　最後のメネット会になるかもねと言いながら思い出話等

が弾みました。食事が済みお腹はいっぱいなのに別れ難く、

ちょっと離れた喫茶店を探して二次会となりました。

　今年のメネットナイトの時お寄せ頂いた深谷会長の種々

のお誘いの件も含めて話し合った結果、愛実の会（1955

〜 2017）とからし種への関わりは続けたいわね、となり

ました。メンバーの皆様にもよろしくと願っています。

　7月のメンの例会のときに何か良いお答えを頂ければ嬉

しいと思って居ります。� （尾関　静枝）

「はじめて西日本区大会に参加して」

　名古屋地区のワイズメンズクラブ連絡主事の代表として

区大会に参加させて頂きました。大会前には連絡主事の会

に参加させて頂き、ワイズメンズクラブ・YMCAパート

ナーシップ検討委員会に関する事項が中心に話し合われま

した。区大会には 800名を超える方が参加されたようで、

規模の大きさには大変驚かされました。各ワイズメンズク

ラブはそれぞれがユニークな特色を持っており、YMCA

の活動に様々な形で貢献をされていることを学びました。

また、そういった各奉仕活動が紹介・表彰される場を提供

することが、区大会の存在意義の一つであると感じまし

た。ワイズメンズクラブには、YMCAを支えたいという

共通の熱い思いがあることを改めて認識した２日間でし

た。� （広瀬謙一）

メン　
7月 16日	　小尾雅彦君
メネット　
7月  9 日　	川本清美さん	

YMCAニュース

　間もなく１学期が終わり、夏プログラム

が始まります。キャンセル待ちとなってい

るプログラムもあり、今年も多くの子ども

たちの参加が見込まれています。スタッフ・

リーダー共に準備を進めています。

YMCA　7月の予定

7 月 7日（土）～ 8日（日）

日和田高原キャンプ場開設ワークキャンプ


